
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
四

月
二
十
四
日
に
熊
本
市
か
ら

公
民
館
・
憩
の
家
の
休
館
の

要
請
を
受
け
ま
し
た
。
ま
る

で
『
い
つ
ま
で
続
く
泥
濘

ぞ
・
・
』
で
す
。
昨
年
に
続

き
、
町
内
行
事
で
あ
る
『
さ

く
ら
祭
り
』
『
新
一
年
生
の

歓
迎
会
』
も
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
四
月
に
再
開

し
た
『
え
ん
が
わ
サ
ロ
ン
』

も
再
び
休
止
に
な
り
大
変
残

念
な
思
い
で
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

交
通
安
全
指
導
。
ま
た
、
長

寿
会
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

婦
人
会
に
よ
る
資
源
回
収
が

休
み
な
く
活
動
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。 

 
 

今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

国
民
の
相
当
数
が
済
む
ま
で

は
、
第
五
波
、
第
六
波
が
来

る
で
し
ょ
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
ず
に
感
染
予
防
に
工

夫
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
な
ん
と
か

行
事
が
で
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

自
治
会
総
会
開
催 

 

四
月
二
十
四
日
（
土
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策

実
施
の
上
開
催
し
、
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

やっと土地の登記が完了しました！ 

発行責任者 
帯山第6町内 
 自治会長 
 緒方 建二 

五
年
前
の
熊
本
地
震
で
公
民

館
が
被
害
を
受
け
、
耐
震
性

に
つ
い
て
も
弱
い
と
診
断
さ

れ
て
、
避
難
所
と
し
て
機
能

さ
せ
る
に
は
、
大
規
模
改
修

か
建
て
替
え
が
必
要
と
判
断

し
、
令
和
二
年
度
の
総
会
に

お
い
て
認
可
地
縁
団
体
の
申

請
を
し
よ
う
と
決
め
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

今
後
は
、
い
つ
ど
う
す
る

の
か
で
す
。
い
つ
に
つ
い
て

は
、
耐
震
性
も
そ
う
で
す
が

築
五
十
年
に
な
ら
ん
と
す
る

こ
の
建
物
は
そ
ん
な
に
時
間

的
猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
建
て
替
え
か
改
修
か
に

つ
い
て
も
、
建
築
資
金
を
初

め
課
題
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
治
会
に
お

い
て
、
あ
る
程
度
の
方
向
性

ま
た
は
選
択
肢
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
建

設
期
成
会
を
立
ち
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
町

内
の
皆
様
の
ご
意
見
を
傾
聴

す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で

す
。
た
だ
い
ま
今
日
か
ら
、

一
年
か
け
て
こ
れ
ら
の
こ
と

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
、
皆
様
の

ご
協
力
と
積
極
的
な
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

自治会長 
 緒方 建二 

 

町
内
会
の
皆
様
に
は
、
平

素
か
ら
町
内
会
活
動
に
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
四
月
二
十
四
日
に

第
六
町
内
自
治
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
た
め
隣
保
組

長
さ
ん
に
は
書
面
表
決
を
、

総
会
出
席
は
役
員
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
議
案
す
べ

て
に
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
公
民
館
土
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
日
四
月

十
九
日
に
登
記
が
完
了
し
権

利
書
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
一
千
三
百
六
十
八
、
八

七
平
米
の
こ
の
土
地
が
晴
れ

て
帯
山
校
区
第
六
町
内
自
治

会
が
登
記
名
義
人
と
な
り
ま

し
た
こ
と
を
総
会
結
果
と
合

わ
せ
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 
 

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
回

の
登
記
完
了
で
公
民
館
に
つ

い
て
改
修
で
も
建
て
替
え
で

も
ど
ち
ら
で
も
選
択
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 
 

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
が
、 

帯山第６町内自治会は、私たちの住む町内が「あんぜん、あんしん、たのしい地域」であるための活動です 

第69号 帯山第６町内自治会だより 令和3年（2021年）7月1日 

帯
山
第
六
町
内 

 
 

自
治
会
だ
よ
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長寿会総会開催 
 新型コロナ感染対策のため
資料配布のみとしました。 
田上会長は継続です。 
 

婦人会総会開催 
 新型コロナ感染対策のため
資料配布のみとしました。 
田中会長は継続です。 
 

さくら祭り 
今年も中止になりました。 

 
えんがわサロン 

4月20日は開催しました。 

理事（民生児童委員） 

    緒方和子さん 
理事（民生児童委員） 

    横田洋子さん 
理事（民生児童委員） 

    山本洋子さん 
理事（民生児童委員） 

    松永一重さん 
理事（町費） 

    上野敏昭さん 
理事（ボランティア） 

    錦井房美さん 
理事（ホームページ） 

    朝永美代子さん 
理事（町費、交通、防犯） 

    平井乙三さん 

会長  緒方建二さん 
副会長 河口正一さん 
副会長 山本博美さん 
会計  南久美子さん 
監事  田辺和樹さん 
監事  緒方正春さん 
理事（体協、防災隊） 

    右田 亨さん 
理事（長寿会長、広報、交通） 

    田上和親さん 
理事（婦人会長） 

    田中年枝さん 
理事（民生児童委員） 

    吉永みさおさん 

本年度自治会役員 
理事（広報、自治会だより） 
    木村直人さん 
理事（防災隊、ボランティア) 

    三森至加さん 
広報  牧瀬勝彦さん 
防犯  緒方賢二さん 
広報  白石美幸さん 
＜新任＞ 
理事（防災隊、自治協書記） 

    橋元千波さん 
ボランティア 
     緒方美佐子さん 
子ども会A会長 
     平井久美子さん 
子ども会B会長 
     伊東香代さん 
 

緒方自治会長 事業方針説明      司会 山本副会長      会場の様子      議長 河口副会長      



  

頂き町内会の一員になれた
心境です。今回ボランティ
アをお受けし、私に務まる
か不安ですが周りの方々に
教わりながら頑張りたいと
思っています。 

 
 小学校は幼稚園や保育園と違い、朝から帰るまで勉強する所です。今までと同じく遊ぼうと思っていた人はがっかりで
しょうが、帯小は楽しいことがたくさんあります。みなさんの先輩方々にお話を頂きました。（受付順に掲載） 

子ども会B会長 
      伊東香代さん 
  子ども会の活動を引き継
ぎさせていただく事になり
ました。初めての事で御迷
惑をかけない様頑張って参
ります。新型コロナで自粛
中でありますが、皆様と一
つでも思い出が残る活動が
できたらいいなと思います。
地域の皆様の御指導、御協
力の程、宜しくお願い致し
ます。 

子ども会A会長 
     平井久美子さん 
 新型コロナウイルスの勢
いが止まる事なく、新学期
がスタートしました。昨年
を振り返り、当たり前の日
常が如何に尊い事であった
かを実感させられました。
制限された状況の中でも、
工夫して少しでも笑みのあ
る日々が過ごせたらと思い
ます。今年1年間、宜しく
お願い致します。 

帯
小
の
楽
し
く
も 

 
 

 
 

ほ
ろ
苦
い
思
い
出 

 

副
会
長
（
帯
小
卒
） 

 
 

 
 

 

山
本
博
美
さ
ん 

 

私
が
帯
山
小
学
校
に
入
学

し
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
四

月
で
第
二
期
生
で
し
た
。
ク

ラ
ス
は
四
十
五
人
程
度
で
五

ク
ラ
ス
あ
り
、
学
年
は
二
百

二
十
～
三
十
人
、
学
校
全
体

で
は
今
の
倍
近
い
児
童
数

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
設

校
の
た
め
木
造
二
階
建
て
の

真
新
し
い
校
舎
で
し
た
。
木

の
香
り
が
と
て
も
気
持
ち
良

か
っ
た
で
す
。
小
学
校
の
思

い
出
と
い
っ
て
も
六
十
年
前

の
こ
と
で
な
か
な
か
思
い
出

せ
ま
せ
ん
が
、
昼
休
み
時
間

に
は
み
ん
な
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
す
る
の
で
運
動
場
が
あ
ふ

れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
何
年
生
の
時
だ
っ
た
か
学

校
か
ら
バ
ス
で
長
浜
に
貝
堀

り
に
行
っ
た
時
だ
と
思
い
ま

す
。
足
を
取
ら
れ
て
尻
も
ち

を
つ
い
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な

り
帰
り
の
バ
ス
の
座
席
に
ビ

ニ
ー
ル
を
敷
い
て
座
っ
て

帰
っ
た
思
い
出
と
、
学
校
の

プ
ー
ル
に
は
小
中
高
校
を
通

し
て
体
育
の
水
泳
の
授
業
が

一
番
嫌
い
だ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
プ
ー
ル
に
は

一
回
も
入
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

名
前
が
書
け
れ
ば
よ
い
と
の 

こ
と
で
し
た
。
教
室
で
ド
キ

ド
キ
し
て
待
っ
て
い
る
と
優

し
い
笑
顔
の
女
先
生
で
ホ
ッ

と
し
た
も
の
で
す
。 

隣
の
席
の
子
の
胸
に
下
が
っ

た
名
前
を
読
め
る
様
に
な
り
、

字
を
沢
山
覚
え
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
今
で
も
あ
の
時
の

先
生
の
笑
顔
と
隣
り
の
子
の

顔
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

長
崎
へ
の
修
学
旅
行
で
は

原
爆
資
料
館
を
見
学
し
、
変

形
し
た
ビ
ン
、
黒
こ
げ
の
街

並
み
の
写
真
等
悲
惨
さ
が
胸

に
焼
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
日
の
夜
は
す
ご
い
雷
雨

で
恐
く
て
皆
、
布
団
を
被
り

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

高
校
卒
業
後
、
こ
の
地
を

離
れ
、
三
十
年
後
に
戻
っ
て

来
た
時
は
浦
島
太
郎
状
態
で

し
た
。
畑
の
中
に
あ
っ
た
帯

小
は
見
渡
す
限
り
の
家
、
家
、 

家
の
中
で
す
。 

 

発
展
し
た
校
区
の
安
全
、

住
み
良
い
地
域
で
あ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。 
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あとがき 
 空想科学小説等でパラレ
ルワールドという考えがあ
ります。現実と同時並行の
別の時空世界のことです。  
平成13年にNHKのど自慢ア
ルゼンチン大会がありまし
た。出場者で日系人の顔つ
きはなんと明治時代の白黒
写真に出てくる生真面目そ
うな人々そっくりです。戦
前に移住した人や子孫です。
先の大戦で日本は完敗し精
神と顔つきが激変したと言
われていますが、彼らは戦
前からパラレルワールドに
生き延びた原日本人でした。
人生にタラレバは絶体無い
のですが、彼らはそこに生
存しているのです。 

 面白しきかな 逝きし帯小の面影 

 帯山六町内のおともだち      

町子さん   六男さん  

帯小は楽しいネ  

新任ご挨拶 
理事（防災、自治協書記） 
      橋元千波さん 
 以前、子ども会会長をさ
せていただいた時、役員の
皆様が「地域住民や子ども
達の為に」と笑顔で活動さ
れる姿に頭が下がる思いで
した。今回このような機会
をいただき微力ながらでは
ございますが御恩返しでき
ればと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。  

ボランティア 
     緒方美佐子さん 
 帯山に住んで30年余り、
婦人会に入会するまでは知
人も少なく溶けこめない生
活でした。最近では近所の
方々にも親しく声をかけて 

帯
小
の
優
し
い 

 
 

笑
顔
の
先
生
の
思
い
出 

 

広
報
（
帯
小
卒
） 

 
 

 
 

 

白
石
美
幸
さ
ん 

 

入
学
し
た
の
は
六
十
年
ほ

ど
前
。
そ
の
頃
は
自
分
の 

帯
小
の
先
生
と
の 

 

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
思
い
出 

 

会
計
（
帯
小
卒
） 

 
 

 
 

 

南
久
美
子
さ
ん 

 

四
年
生
時
担
任
の
先
生
。 

三
十
代
の
男
性
教
諭
で
、 

優

し
く
ユ
ー
モ
ア
も
あ
り 

、
生

活
指
導
も
兼
任
さ
れ 

て
い
ま

し
た
。
恰
幅
も
良 

く
、
声
も

大
き
く
、
時
に 

は
厳
し
い
一

面
も
。
宿
題 

を
忘
れ
た
り
、

悪
い
事
を 

す
る
と
、
帰
り
の

会
後
に 

集
合
。
恒
例
の
、
先

生
と 

背
中
合
わ
せ
に
な
り
、 

帯山小のミニ歴史 
大正6年熊本県第二師範学校 
   附属小開校（現砂取小） 
昭和29年託麻原小分離開校 
昭和33年帯山小分離開校 
昭和39年尾ノ上小分離開校 
昭和41年西原小分離開校 
昭和54年帯山西小分離開校 
尾ノ上小は月出小分離開校 
月出小は山ノ内小と長嶺小を 
分離開校 

今年もブルースカイに満開の桜      

上
に
あ
げ
た
手
を
先
生
が

持 

っ
て
前
屈
を
す
る
「
背
筋 

伸
ば
し
」
か
、
座
っ
て
両 

腿

の
内
側
に
先
生
が
足
を 

入
れ

て
両
腕
を
引
っ
張
る 

「
股
裂

き
」
の
ど
ち
ら
か 

が
待
っ
て

い
ま
し
た
。
私 

も
宿
題
を
忘

れ
た
り
、
班
の
連
帯
責
任
で

何
度
か
受
け
た
事
が
あ
り
ま

し
た
。 

で
も
、
体
罰
で
は
な

く
、
一
種
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

で
、
「
背
筋
伸
ば
し
」
も

「
股 

裂
き
」
も
ス
ト
レ
ッ
チ

の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
小 

学
校
六
年
間
で
担
任
の
先 

生

が
五
回
（
全
て
男
性
教 

諭
）

変
わ
り
、
其
々
先
生 

方
と
の

思
い
出
が
あ
り
ま 

す
。
先
生

と
の
ス
キ
ン
シ 

ッ
プ
は
、
そ

の
中
の
一
つ 

の
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。 


